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2003 年 12 月 1 日から 4 日にかけて開催された IMO の第 50 回海洋環境保護委員会（MEPC50）で
の審議結果について次のとおりお知らせ致します。

シングルハルタンカーフェーズアウトの更なる前倒し、シングルハルタンカーでの重質油輸送の禁止

及びこの改正に伴う CAS の改正案が採択されました。これらの改正は 2005 年 4 月 5 日に発効を予

定しています。

1. シングルハルタンカーのフェーズアウトの前倒し（添付 1 参照）

MARPOL ANNEX I Reg. 13G 改正の概略は、

(1) 各 Category の運航禁止スケジュールは下表のとおり。

(2) ただし、Category 2 & 3 Tanker については、

- ダブルボトム又はダブルサイドタンクを有するタンカーはある一定の条件を満たした場合、

主管庁は船齢 25 年まで運航を認めることができる。

- CAS に適合するを条件に、主管庁は 2015 年又は船齢 25 年の早い時までの運航を認

めることができる。

(3) 船齢 15 年以上の Category 2 & 3 Tanker は CAS に適合することが要求される。

フェーズアウトスケジュール

Category of oil tanker Date or year
Category 1 5 April 2005 for ships delivered on 5 April 1982 or earlier

2005 for ships delivered after 5 April 1982

Category 2
   &
Category 3

5 April 2005 for ships delivered on 5 April 1977 or earlier
2005 for ships delivered after 5 April 1977 but before 1 January 1978
2006 for ships delivered in 1978 and 1979
2007 for ships delivered in 1980 and 1981
2008 for ships delivered in 1982
2009 for ships delivered in 1983
2010 for ships delivered in 1984 or later

（次頁に続く）
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2. シングルハルタンカーでの重質油輸送の禁止（添付 1 参照）

新たに制定された MARPOL ANNEX I Reg. 13H の概略は、

(1) 5,000 DWT 以上

5,000 DWT 以上のシングルハルタンカーは建造年に拘わらず 2005 年 4 月 5 日以降、重

質油を貨物として運送することが禁止される。ただし、

- ダブルボトム又はダブルサイドタンクを有するタンカーはある一定の条件を満たした場合、

主管庁は船齢 25 年まで運航を認めることができる。

- 15℃で密度 900kg/m3以上 945kg/m3未満の原油にあっては、CAS に適合することを条件

に、主管庁は船齢 25 歳まではシングルハルタンカーでの輸送を認めることができる。

(2) 600 DWT 以上 5,000 DWT 未満

600 DWT以上5,000 DWT未満のシングルハルタンカーは建造年に拘わらず2008年以降、

重質油を貨物として運送することが禁止される。ただし、主管庁は船齢 25 歳まではシング

ルハルタンカーでの輸送を認めることができる。

(3) 内航船に対する適用免除

内航船については主管庁裁量で 13H 規則を免除することが出来る。

(4) 重質油の定義

重質油とは、

- 15℃で密度 900kg/m3以上の原油

- 15℃で密度 900kg/m3以上又は 50℃で粘度 180mm2/s 以上の燃料油

- ビチューメン、タール及びそれらの乳状液

3. CAS （Condition Assessment Scheme） の改正（添付 2 参照）

MARPOL Annex I/13G, 13H 規則の改正に伴い、CAS の改正案が採択されました。主な改正点

は以下のとおりとなっています。

(1) CAS は ESP 検査にあわせて実施する。

(2) 最初の CAS は 2005 年 4 月 5 日以降に来る中間検査/定期検査（早い方）又は船齢 15 年

に達した日のうち遅い時期までの実施が必要。

(3) それ以降の CAS は 5 年 6 ヶ月の間隔を超えずに実施する必要がある（例えば、最初の

CAS を中間検査で実施した場合、2 回目の CAS は次の中間検査で実施することになる）。

本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。

財団法人　日本海事協会　（ClassNK）

本部　管理センター　　国際室

住所: 東京都千代田区紀尾井町 4-7（郵便番号　102-8567）
Tel.: 03-5226-2038
Fax: 03-5226-2039
E-mail: xad@classnk.or.jp

添付：

1. MARPOL Annex I 改正

2. CAS 改正




































